
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業論文 

 

1975 年以降の日本における 

少子化の要因分析 



 
 

要約 

 

本論文は、「少子化とはなんなのか」という問いの答えを得るための試みである。本論

文では、1975年を1つの転換点とし、1975年以降の少子化についてその要因を探っていく。

そして、その要因が現在の若者にも関わりがあるのか、将来にも少子化は続くのかどうか

を明らかにしていくことを目的としている。 

手法はまず、現在の学者たちの少子化の要因に対する学説を調べるために、文献調査を

行い、その後そこで発見できた少子化の要因が現在の若者にも関わりがあるのか、インタ

ビュー調査を行っている。 

まず、序章ではなぜ今回このテーマを設定したのか、その動機を昨年ある生徒との会話

から得た気づきを元に、述べる。 

第1章では、「少子化とは」をテーマに設定した。第1節では少子化について一般的に言

われている定義や認識を示している。第2節では、現在に至るまでの少子化の年次推移を述

べる。出生率の低下は戦後、戦後直前と、第2次ベビーブーム以降現在まで続く2つが見受

けられる。その2つの違いを提示し、本論文では第2次ベビーブーム以降、つまり、1975年

以降の出生率低下を現代の少子化として本論文で扱うことを明記する。第3節では、1975

年以降の少子化は、直接的に既婚夫婦間の子どもの数が減ったことが原因ではなく、それ

以前の結婚に問題があることを指摘している。第4節では、第3節を踏まえ、1990年後半以

降の現在の少子化についての原因が、結婚問題と、既婚夫婦間の子どもが減少しているこ

との2つから成立することを述べている。 

第2 章では、少子化の要因に関する学説を見ていく。ここでは、少子化から連想される、

少子化に関わりのあるキーワードを8つ提示し、それぞれにかかわる学者の要因の解読を行

った。そして、それを①経済、②価値観の変化の定着、③性別役割分業意識の残留の3つに

分類した。 

第3章では、「少子化と若者」をテーマに設定し、第2章で得た少子化の3つの要因がどの

ように、現在の若者と関わっているのかを、筆者の考察を加えながらまとめている。 

第4 章では、第3章で、まとめた少子化の要因に関する考察が、大学生3、4年生でも言え

るのかどうかを、確かめるための調査として、インタビュー調査を行っている。ここでの、

大学3、4年生は、第3章で示した若者の代表として設定している。そのインタビュー調査で

得られた結果とその考察を第3節にまとめた。 



 
 

第5節では、まとめとして、これまで本論文では得た知見をもとに「少子化とはなんなの

か」の筆者なりの答えを示す。まず第1節では、少子化の要因に対し得られた知見をまとめ、

今後の少子化の将来はどうなるのか、少子化の対策としてどのようなものが有効と考えら

れるかを提示している。第2節では、本論文の反省点として、本論文がどのような結果を出

せ、また何が足りないと考えられるのかを提示した。 

おわりに、はじめにで、目的としてきた「少子化とはなんなのか」という問いに答える

ことができたのかどうかを述べている。また、自分が少子化という問題全体に感じたこと

についても言及し、本論文を締めくくる。 
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